
【森の中でひと息】

ガイドコースが一つリメイクされました！

　那須平成の森の中でも特にワイルドな景色が見られる
場所「余笹新道（よささしんみち）」。余笹川が洗い流した
谷底の平地には、崩壊した山の巨岩と数百年生きた巨木が
立ち並びます。
　そんな雄大な自然に想いを馳せたい！という思いから
始まったこのコースでは、巨木を見上げ、河原を歩く…
横たわって樹幹を見上げていると、背中に根が張って起き
上がれなくなる心地よさ…。ゆったりと目を閉じて
味わう自然の風、音、匂いを楽しむコースです♪

【いきものが集まる湿地を目指して…】

 湿地づくりプログラムを実施しました！

　11 月 22 日、紅葉も落ち着いたふれあいの森で「湿地づ
くりプログラム」を開催しました。
　講師から極意を学び、いざ実践！大切なのは、完璧を
求めず思うままに作業することです。参加者は自由に穴を
掘ったり、水の流れを緩める堰を作ったりと、楽しみながら
作業しました。
　成果が見えるのは来春。どんな生き物が集まるのか、
今から胸が高鳴ります。お越しの際は、ぜひ湿地を覗いて
みてください。

　【プレミアムプログラム】

　『大人の休息タイム』を実施！

　秋が深まっていく 10 月中旬頃、プレミアムプログラム
『大人の休息タイム』を実施しました。コンセプトは
「大人の贅沢時間」。昭和天皇が晩年まで利用されていた
「清森亭（せいしんてい）」を拠点に、森を散策したあと、
チーズケーキ工房 MANIWAFARM さんのチーズケーキと
WRRD Design さんの淹れたてコーヒーを楽しみました。
　参加者からは「この森の中でゆっくり過ごしたいと思っ
ていて、このプログラムで夢が叶いました。また企画して
ほしい。」という声をいただきました。

【視察プログラムとシンポジウムを開催】

 那須平成の森に『幻の湖』が存在した？！

　那須平成の森に約 4万3000 年前に湖があったことを
示す湖成層が確認され、「石オタク」を自称する長谷川
怜思さん（八千代エンジニヤリング株式会社）を講師に
迎えて現地視察プログラムとシンポジウムを 11月17日に
開催しました。
　シンポジウムでは、那須の地質を研究してきた大滝
孝久さん（那須町文化財保護審議会会長）を交えて意見
交換を行い、ダイナミックな変貌を繰り返してきた
那須の火山の歴史に思いを馳せました。
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　生き物たちは、厳しい冬を乗
り切るために工夫を凝らして
います。特に樹木はその工夫を観
察するのにはピッタリ！枝先には
小さな冬芽が付いています。
種類によって形や色、大きさまで
様々な冬芽は、観察していて飽き
ません。（ガッキー）

　フユシャクガのメスは、翅
が退化しており飛ぶことがで
きません。幹にじっと止
まってフェロモンを分泌し、
飛ぶことができるオスを呼び
ます。天敵が少ない冬だから
こそ成り立つ生態を持ってい
るのです！（ガッキー）

　雪が積もった森を歩く楽しみはいろ
いろありますが、私は誰も通らなさ
そうな場所でごろんとあおむけに寝転
がり、静けさとたまに聞こえる鳥の
声や風の音、いきものの気配を体中で
感じる時間がめちゃくちゃ好きです♪
（カリー）

　落葉した森の木々をよく
見ると蛾の繭が見つかる
ことがあります。まるで
かくれんぼの名人です。
色や形など自分だけのお気に
入りを探してみてください。
（じゅん）

　雪が積もると楽しみなのが「足跡」
の観察。足跡だけでどの哺乳類なの
か推測することができるのです。特
に面白いのがノウサギの足跡。大きな後
足と小さな前足の痕が交互につくので覚
えやすいです。（ガッキー）

　那須おろしが吹く森の中では様々な
条件の元で風雪紋（シュカブラ）と
呼ばれるアートが生まれます。冬の
森の個展を是非楽しんでください！
（たんたん）

　瀬戸内海に近い、冬も比較的暖か

い場所で生まれ育った私には、「雪

の結晶」というのは図鑑や写真でし

か見られないものと思っていました。

でも…那須平成の森で働き始めて、

降りたての雪の結晶を肉眼で見られると

知って感動！ひとつひとつ形が違うの

も魅力です。（カリー）
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※冬のイチ推しは、色んな所でみられます！

ここ見て‼

インタープリターのイチ推し！～冬編～
ふれあいの森を歩くなら…


